
令和８年７月１６日

京丹後市上下水道部

水道料金の改定に係る答申について

令和８年度 第７２回上下水道事業審議会資料

第７２回京丹後市上下水道事業審議会資料 １



１．前回審議会までの振り返り

・ 諮問

京丹後市における水道料金の改定について

・ 経営状況等の報告

水道事業及び下水道事業の現状、決算状況等について

・ 経営戦略の説明

令和６年度に改定した水道事業及び下水道事業の経営戦略の確認

・ 水道料金改定の概要・趣旨説明

水道事業を取り巻く環境、料金改定の必要性、府内水道料金の比較など

第６９回審議会

1

施設運営の効率化、事務経費の圧縮などによる継続した経営努力とあわせ、

新たに経営改善の取り組みの一環として、早期の料金改定を行う必要がある。



１．前回審議会までの振り返り

第７０回審議会
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・ 水道料金算定の基本的な考え方

水道料金算定の原則、総括原価方式、基本料金と従量料金、

料金算定期間、平均料金改定率、近隣市町との料金バランスなど

・ 経営比較分析

経常収支比率、料金回収率、給水原価、有収率等

・ 将来見通し

投資・財政計画（財政シミュレーション）の説明（見直し）、

近年の物価上昇の動き

・ 現行料金での課題

料金改定の整理・改定率シミュレーション

複数のケースによる具体的な改定率を基に議論を実施した。



１．前回審議会までの振り返り

【主な意見】

・ 将来にわたって水道を維持するためには経営の安定化が必要

・ ある程度思い切った料金改定が必要

・ 基本料金の割合を高めてはどうか

・ 子育て世帯への影響が少なくなるように

・ 一人暮らしの方への配慮が必要

・ 京丹後の水を売り出していく

・ 今までの経費削減等の成果は

現状分析・将来見通しから、料金改定はやむを得ないという考え

一方で、値上げの負担をどうしていくのか ⇒ 基本料金・従量料金の割合
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１．前回審議会までの振り返り

第７１回審議会

4

・ 料金改定の整理

改定率、基本料金と従量料金の割合、小口利用者への影響、

大口利用者への影響、改定時期

・ 市の料金改定に関する考え方

低所得者・小口利用者への影響を考慮（最低限の改定率）

大口利用者への影響を考慮（基本料金と従量料金のバランス）

段階的な改定（５年に１度程度での改定の検討）

早めの負担で将来の負担増を軽減

近隣市町との料金のバランスを考慮

令和１７年度末での資金残高３億円以上（２回目の料金算定期間終期）

・ 水道料金改定案

前回から複数のケースを追加し、改定率等について議論



１．前回審議会までの振り返り

【主な意見】

・ 事業を安定的に運営していくことが重要

・ 市民の理解が得られるような改定率を設定することが必要

・ この物価高の中、負担感があると市民の納得は得られない。

・ 将来を見据え、思い切った改定も必要だが、実際には難しい。

・ できるだけ改定率を抑えた形であれば、利用者に理解してもらいやすい。

・ 料金改定は仕方がないが、水まで値上げするのかという気持ち

・ 基本料金の割合は、徐々にでも高めていくべきである。

・ 段階的に改定していくのがいいのではないか。
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２．審議会のまとめ

項 目 内 容

基本的な考え方
・料金算定期間の終期において、一定額（３億円）以上の資金残高を確保する。

※現状では、令和１４年度末までには資金残高が３億円を下回る見込み

改定時期 ・早めの改定（市側の提示：令和９年１月）

平均改定率

・最低限の改定率とする。

・１回の平均改定率は、１０％以下とする。

・近隣市町とのバランスを考慮する。

基本料金・従量料金
・将来的に基本料金の割合を高めていく。

※今回は、長引く物価高等の市民生活・家計への影響を考慮すること。

料金算定期間 ・３年～５年（段階的な改定）

次期改定 ・上記を踏まえ、次期改定の目安は令和１３年ごろとなる見込み
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現行 1回目 2回目 1回目改定率 2回目改定率

基本料金 917 1,100 1,300 20.0% 18.2%

6～30㎥ 163 170 172 4.3% 1.2%

31～50㎥ 173 180 182 4.0% 1.1%

51～100㎥ 184 191 193 3.8% 1.0%

101～200㎥ 194 202 204 4.1% 1.0%

201～ 204 212 215 3.9% 1.4%

5㎥ 10㎥ 15㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現行（月） 1,061 1,958 2,854 3,751 5,544 7,447

改正後（月） 1,262 2,197 3,132 4,067 5,937 7,917

差額 201 239 278 316 393 470

改正率 18.9% 12.2% 9.7% 8.4% 7.1% 6.3%

現行（年） 12,732 23,496 34,248 45,012 66,528 89,364

改正後（年） 15,144 26,364 37,584 48,804 71,244 95,004

差額 2,412 2,868 3,336 3,792 4,716 5,640

5㎥ 10㎥ 15㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現行（月） 1,262 2,197 3,132 4,067 5,937 7,917

改正後（月） 1,482 2,428 3,374 4,320 6,212 8,214

差額 220 231 242 253 275 297

改正率 17.4% 10.5% 7.7% 6.2% 4.6% 3.8%

現行（年） 15,144 26,364 37,584 48,804 71,244 95,004

改正後（年） 17,784 29,136 40,488 51,840 74,544 98,568

差額 2,640 2,772 2,904 3,036 3,300 3,564

5㎥ 10㎥ 15㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現行（月） 1,061 1,958 2,854 3,751 5,544 7,447

改正後（月） 1,482 2,428 3,374 4,320 6,212 8,214

差額 421 470 520 569 668 767

改正率 39.7% 24.0% 18.2% 15.2% 12.0% 10.3%

現行（年） 12,732 23,496 34,248 45,012 66,528 89,364

改正後（年） 17,784 29,136 40,488 51,840 74,544 98,568

差額 5,052 5,640 6,240 6,828 8,016 9,204

３．想定される料金改定案

ケース6 基本料金1,１00円の場合（基本料金２7％）

使用水量に応じた金額

※現行・改定後の単価に13mmのメーター使用料を含んだ額（円・税込み）

※資金残高（見込み）

令和13年度： 741,304千円（2回目改定すると804,320千円）

令和17年度： 2,823千円（2回目改定すると306,496千円）

（参考）令和9年度時点

供給単価：206.2円/㎥
料金回収率：87.0%

※（参考）令和17年度で資金残高を3億円以上とした場合の

次回（令和13年度）の改定率見込み：5.8%

全体の平均改定率14.4%

７

基本料金と従量料金の単価（円・税抜き）

令和9年度の年間水道料金見込総額比較（千円・税抜き）

現行と1回目改定の比較（平均改定率8.1％）

1回目改定と2回目改定の比較（平均改定率5.8％）

現行と2回目改定の比較（平均改定率14.4％）

基本料金 253,125 24.6% 303,640 27.3% 342,859 30.5%

従量料金 774,815 75.4% 807,085 72.7% 780,365 69.5%

合計 1,027,940 100.0% 1,110,725 100.0% 1,123,224 100.0%

現行 R9改定 R13改定



現行 1回目 2回目 1回目改定率 2回目改定率

基本料金 917 976 1,074 6.4% 10.0%

6～30㎥ 163 174 191 6.7% 9.8%

31～50㎥ 173 185 203 6.9% 9.7%

51～100㎥ 184 196 216 6.5% 10.2%

101～200㎥ 194 207 228 6.7% 10.1%

201～ 204 218 240 6.9% 10.1%

5㎥ 10㎥ 15㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現行（月） 1,061 1,958 2,854 3,751 5,544 7,447

改正後（月） 1,234 2,284 3,335 4,385 6,486 8,719

差額 173 326 481 634 942 1,272

改正率 16.3% 16.6% 16.9% 16.9% 17.0% 17.1%

現行（年） 12,732 23,496 34,248 45,012 66,528 89,364

改正後（年） 14,808 27,408 40,020 52,620 77,832 104,628

差額 2,076 3,912 5,772 7,608 11,304 15,264

5㎥ 10㎥ 15㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現行（月） 1,126 2,083 3,040 3,997 5,911 7,946

改正後（月） 1,234 2,284 3,335 4,385 6,486 8,719

差額 108 201 295 388 575 773

改正率 9.6% 9.6% 9.7% 9.7% 9.7% 9.7%

現行（年） 13,512 24,996 36,480 47,964 70,932 95,352

改正後（年） 14,808 27,408 40,020 52,620 77,832 104,628

差額 1,296 2,412 3,540 4,656 6,900 9,276

5㎥ 10㎥ 15㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥

現行（月） 1,061 1,958 2,854 3,751 5,544 7,447

改正後（月） 1,126 2,083 3,040 3,997 5,911 7,946

差額 65 125 186 246 367 499

改正率 6.1% 6.4% 6.5% 6.6% 6.6% 6.7%

現行（年） 12,732 23,496 34,248 45,012 66,528 89,364

改正後（年） 13,512 24,996 36,480 47,964 70,932 95,352

差額 780 1,500 2,232 2,952 4,404 5,988

３．想定される料金改定案

ケース９ 基本料金平均改定率6.7％、１０％の場合

使用水量に応じた金額

※現行・改定後の単価に13mmのメーター使用料を含んだ額（円・税込み）

※資金残高（見込み）

令和13年度： 628,445千円（2回目改定すると734,060千円）

令和17年度：△192,514千円（2回目改定すると304,505千円）

※（参考）令和17年度で資金残高を3億円以上とした場合の

次回（令和13年度）の改定率見込み：10.0%

全体の平均改定率17.3%

８

基本料金と従量料金の単価（円・税抜き）

令和9年度の年間水道料金見込総額比較（千円・税抜き）

現行と1回目改定の比較（平均改定率6.7％）

1回目改定と2回目改定の比較（平均改定率10.0％）

現行と2回目改定の比較（平均改定率17.3％）

（参考）令和9年度時点

供給単価：203.6円/㎥
料金回収率：85.9%

基本料金 253,125 24.6% 269,411 24.6% 283,255 24.6%

従量料金 774,815 75.4% 827,267 75.4% 868,449 75.4%

合計 1,027,940 100.0% 1,096,678 100.0% 1,151,704 100.0%

現行 R9改定 R13改定


